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獣医てんかん外科の発展に資する包括研究 

－臨床に則した基礎的研究とてんかん外科症例の予後調査－ 
 

1．研究の目的 

申請者が過去 20 年に渡る長期の研究実績の果てに、遂に実現可能となった難治性てんかんの

犬および猫に対するてんかん外科をさらに発展、そして獣医臨床に定着化させるため、下記 2.

の研究計画に基づくより精度の高い基礎実験と、実際の臨床例におけるてんかん外科手術およ

びその長期的予後調査を遂行する。 

 

2．研究の計画 

当初は以下の研究内容を計画し、準備が整い次第適宜開始する予定であった。 

(1) 高周波帯域脳波測定によるてんかん原性領域の同定 

(2) 家族性側頭葉てんかん猫を用いた海馬切除術の確立と発作転帰、合併症の検討 

(3) 犬深部脳刺激法（DBS）の確立 

(4) 獣医臨床例における実践的なてんかん外科および予後調査 

 

3．研究の成果 

(1) 当研究室が系統維持している家族性側頭葉てんかん猫 2 頭において、頭蓋内電極を慢性

留置し、長時間（1週間以上）ビデオ同時記録広域周波数帯脳波測定を行った。現在（2023 年

度実施例も含めて）高周波律動（HFO）および直流電位偏位（DC shift）の解析を行っている。

またてんかん外科を実施した臨床例においても術中に測定した皮質電図を用いて、HFO およ

び DC sift の解析を行っている。加えて効率よくてんかん性異常波および発作時脳波を記録

するため、ケタミンの有用性について、家族性側頭葉てんかん猫を用いて調査した。その結

果、ケタミンがてんかん猫の脳波測定時における発作誘発剤として有効である可能性が示さ

れた（2023 年度に発表予定）。 

(2) 上述した 1 頭の家族性側頭葉てんかん猫において（別の 1 頭は両側焦点と判定したため

に片側海馬切除の適応外となった）、片側海馬切除術を実施し、現在その個体の発作転帰およ

び合併症について追跡調査を行っている。途中経過として、海馬扁桃体の切除自体は成功し

たものの、おそらく医原性の脳梗塞を生じており、発作頻度は減少したものの、幾つかの神経

学的欠損が認められている。 

(3) 犬の深部脳刺激法（DBS）を実施予定であったが、海外の別グループより、我々の計画よ

りも高度な犬 DBS 研究報告がなされたため本研究計画の実施を中止した。一方で、本年度末

に当大学に新しい 3T MRI 装置が設備されたため、新しい撮像技術を用いたてんかん原性領域

の同定に関する研究計画に変更した（2023 年度実施中）。 

(4) 過去のてんかん外科実施例の追跡調査および 2022 年度てんかん外科実施例の発作転帰お

よび合併症についての調査を継続的に実施し、5．で示す研究発表を行っている。加えて、て

んかん外科適応症例を検討していく中で、犬における新たなてんかん症候群（ポメラニアン

の焦点性運動発作）を見出すことができ、学術論文として報告した。 

 

4．研究の反省・考察 

(1)(2)について実験のスケジュール調整困難や研究スタッフの途中欠員等のトラブル、12 月

から 3月まで MRIの更新による実験不能期間があり、また(3)犬の DBS については他の研究グ

ループから公表があるなどして、実験系の研究実施が順調に進んだとは言いがたい（予定の

2/3 の進行程度）。(4)の臨床例における追跡調査や新たなてんかん外科症例の獲得については

滞りなく進行していると考えている。これまでの臨床例におけるてんかん外科の成果は世界的

に高く評価されており、またその長期予後についての報告が期待されている。2023 年度はそ

の成果報告を行う予定である。加えて、実験不能期間があったものの、新しい MRIが導入され

たことにより、これまで実施不可能だった撮像法が利用になったことで、新たな研究計画を立

案する事ができ、2023 年度の本研究課題は新たな体制で望む事になる｡ 
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